
令和 8年 5月 12日 

川上村空家対策計画策定支援業務に係る公募型プロポーザル質問回答書 

 

番号 質問事項 回答 

  1 

9 選定方法(3) 

ヒアリング審査で提示する資料として、企画提案書を基に作

成したパワーポイント資料を使用することは可能でしょう

か。また、使用可能な機材（PC、プロジェクタ、スクリーン

等）についてご教示ください。 

ヒアリング審査で提示する資料については、企画提案書を基

に作成したパワーポイント資料を使用いただくことは可能で

す。なお、会場で使用可能な機材は、プロジェクター、スク

リーン及び HDMI ケーブルのみとなりますので、HDMI 接続に

対応した PCをご準備ください。 

2 

（目的） 

現行計画は平成 31 年 3 月に策定されていますが、現行計画

を閲覧することは可能でしょうか。 

現行計画の閲覧は可能です。 

なお、冊子での閲覧となりますので、庁舎内にて閲覧いただ

く形となります。 

3 

（空家等対策計画策定支援業務）（3）関係会議運営補助 

関係会議は既存の会議もしくは新規で立ち上げる会議でし

ょうか。既存の会議の場合、委員メンバーをご教示いただけ

ますでしょうか。また、予定回数（目安）をご教示ください。 

既存の会議を想定しております。 

委員構成は 7名で、弁護士、不動産鑑定士、一級建築士、NPO

法人関係者、村議会議員、区長会長及び行政職員を予定して

おります。なお、開催回数は 1～2 回程度を見込んでおりま

す。 

 


